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成23年4月17日（日）、延岡市北浦町の直海港で、まき網漁

業の19トン型網船「第12海幸丸」と「第68浩栄丸」の進水式が

行われた。 

約20年ぶりに建造された2隻のまき網船は、たくさんの大漁旗をなび

かせ、集まった群衆を魅了した。 

平

業所得補償対策に係る宮崎県資源管理協議会の設立総会が、宮崎県企業局県電ホールで行われた。 

協議会設立後、「宮崎県資源管理協議会規約」等、関係６規定について、事務局から説明があり、承認が得

られた。また、協議会の役員選出、業務内容及び事業計画についても同様に承認が得られた。 

今後、同協議会により、資源管理計画の作成及び見直しに関する指導及び助言、資源管理計画の履行確認等が

行われることとなる。

漁

成23年4月19日（火）、宮崎県水産会館5階 大研修室にて、「沖縄県周辺海域における沿岸漁業者と近海か

つお漁業の操業の調整申合せ」に係る運営委員会を開催した。 

水産庁と沖縄・宮崎両県立ち会いのもと、沖縄県漁連國吉会長をはじめ5名、宮崎県側は宮崎県漁連丸山会長、

並びに（社）全国近海かつお・まぐろ漁業協会納富専務はじめ6名の運営委員が出席し、「沖縄県周辺海域におけ

る沿岸漁業者と近海かつお漁業の操業の調整申合せ」について更新を確認するとともに、今後、申合わせの改正

について検討することになった。 

平

成23年4月27日（水）、三田共用会議所にて、全近かつ協（会長：三鬼 則行）主催で、東北関東大震災影響

下での近海かつお一本釣漁船の水揚げ対策会議が開催された。かつお一本釣船主はじめ、国、県、流通

関係者90名余りが参加、被災地からも市場、流通関係者、えさ場の関係者も多数出席し、被災状況の報告を受け

るとともに、気仙沼の佐藤組合長から、かつおの水揚げに合わせ6月より市場再開できるよう、市場の復興に取り

組んでいるとの力強い言葉が聞かれた。気仙沼がかつおの水揚げに対し最大限の努力をしており、今後の期待を

もって水揚げ対策について協議が進められた。 

議題は次の通り  

（1）問題点の整理（被災地、かつお釣り生産者、市場関係者） 

（2）今後の対応案の整理及び具体的対策 

（3）福島原発事故の近海かつお一本釣り漁業に及ぼす影響、問題点 

（4）国、県等への要望整理 

平
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条件 売却（価格応談）

船質 FRP 船名 第十八戎丸

漁業種類 まぐろ延縄 進水年月日 平成4年11月8日 トン数 9.7トン

船舶の長さ・幅・深さ 11.91×3.62×1.78 船籍港又は定係港 宮崎県 串間市

主機 
製造元/型式/馬力/ 
製造年月日/使用燃料

ヤンマー（6KH-ET） 
120PS、平成4年 
A重油 

造船所 栄松造船所

使用可能な各種装備 
・漁業機器（型式） 
・航海機器（型式）

（漁業機器） 
発電機・補機・冷凍機・GPSプロッタ・ラインホーラー 
（航海機器） 
レーダー・方探・オートパイロット・無線Ｊ３Ｅ１０ｗ 

保管場所 宮崎県串間市福島港 保管方法 海上

連絡先
（漁協）串間市漁業協同組合 TEL：0987-72-0020 
（所有者）瀬尾 直樹  TEL：080-5609-8562

備考点（コメント） 現状のままで十分使用可能。

現況写真

条件 売却（45,000,000円）

船質 FRP 船名 第二十八 浩栄丸

漁業種類 中型まき網漁業 進水年月日 平成元年12月25日 トン数 19トン

船舶の長さ・幅・深さ 17.34×5.29×1.73 船籍港又は定係港 宮崎県北浦町

主機 
製造元/型式/馬力/ 
製造年月日/使用燃料

ヤンマー 6N160-ENI 190馬力 
（進水時据付 A重油）

造船所 古里造船所

使用可能な各種装備 
・漁業機器（型式） 
・航海機器（型式）

（漁業機器・航海機器） 
フル装備（1～2回更新）

保管場所 宮崎県直海港 保管方法 海上

連絡先
（漁協）北浦漁業協同組合 TEL：0982-45-3101 
（所有者）有限会社 浩栄水産 TEL：0982-45-2628

備考点（コメント） 現状のままで十分使用可能。（平成23年3月まで稼働）

現況写真
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連は、平成23年度漁協役職員研修事業の一環として、4月14～15日にかけて、宮崎県職業能力開発協会

の主催する新人社員研修会を取り入れ、初級職員を対象として研修会を開催した。 

研修内容は次のとおり

漁

「社会人としての心構え、接遇マナー、仕事の進め方などビジネスマナーの基本」 

講師 米岡 光子氏

1. 新人社員としての心構え  

2. 効率の良い仕事の進め方  

3. ビジネスマナーの基本  

4. 電話の応対と言葉遣い  

5. 様々なケースでの来客対応  
 

以上の内容を中心にグループに分かれ実演するという形式で行われた。 

参加者の感想として、「この研修を受けるまではビジネスマナー等で知らなかったことや実践できなかったことが多

かったが、二日間の研修で学んだ基本をしっかり自分のものにし、今後、臨機応変に対応していきたい」などの声

があがっていた。

参加者 

 
延岡市漁協 黒田 健太  

日南市漁協 川瀬 貴大 松下 侑加

南郷漁協 守山 真由 浅野 大輔

宮崎漁連 岩谷 明彦 黒木 一秀

信漁連 川崎 莉恵 藤田 菜々美

漁船保険 島崎 雄介  

共済組合 内田 祐介 河野 雅彦
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月19日、本県かつお船が水揚げ基地として毎年訪

れている気仙沼港に向かった。 

港へと続く町並みは破壊されており、自衛隊の方々が行

方不明者を捜している場面に遭遇し、現地の悲惨さをあ

らためて痛感した。 

気仙沼港のシンボル「海の市」が見えた「ああ、無事だっ

たか」と思ったが、 1階部分は車が突っ込むなど、津波に

より破壊されていた。 

水揚げ岸壁を左に見ながら商店や加工場、民家が建ち並

ぶ見慣れた道路はすでになく、埠頭先端へと向かう道は

盛り土された復旧道路がガレキの中を縫うように造られて

いた。 

12基の石油タンクが並んでいた埠頭先端部は、ただ1基も

残すことなく壊滅しており、生々しい残骸が横たわったま

まである。 

数百トンもある大型まぐろ船が打ちあげられ、冷蔵庫に突

っ込んで止まっている映像を何度も見た。「ここだ、この船

だ。」そこに粉々になったガレキを片付けている人がいる、話を聞きに行くとなんと知人の菊田氏だ、顔をみた瞬間

目頭が熱くなった。埠頭冷蔵庫で津波を逃れ、防寒着を重ね着して海水に浸かりながら本社まで逃げて救助された

らしい。「必ず復活するから」優しい笑顔の中に強い決意が感じられた。 

想像もできない甚大な被害にあった港周辺にあって何とか残っている市場建物の3階に漁協、商工会など地元関係

者に集まっていただき、気仙沼市場の再開に向けて意見交換をおこなった。「こまっちゃん」(小松義一氏)の顔も見

える。 

「6月から水揚げを再開する。」残って使えそうな岸壁の活用や今後の整備で、かつお船が同時に4隻水揚げ可能、

当初は1日あたり約50トンくらいが限度かもしれないが、8月くらいまでには300トンの水揚げ対応をめざす。 

製氷と出荷・選別場所の確保はできた、復旧できていない電気の代わりに発電機も用意するという。残る心配は燃

油と活餌(イワシ)の供給か。 

水産の町気仙沼は宮崎県のかつお一本釣り船とも結びつきが強い、「かつお船の水揚げが復興の希望」そして「俺

たちが気仙沼に行く」両者の思いが一番の復興への道、必ず復興できる。  

４

JF宮崎漁連 日高 直泰
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る4月1日から5月8日までの約40日、初かつおの認知度向上

及び消費拡大を目的に「宮崎初かつおフェア2011」が開催さ

れ、皆様のおかげを持ちまして無事終了いたしました。昨年に比

べ、日数は五月連休を含み8日間延長し、参加店舗が192店舗（31

店舗増）となるなど、参加店や協賛団体、広報等、初かつおフェア関

係者の皆様にはご支援ご協力を賜り、心から感謝申し上げます。 

特に今回、新たな協賛団体としてご協力をいただきましたアサヒビ

ール（株）様、霧島酒造（株）様、米良電機産業（株）様、日南市及び

日南市観光協会様をはじめ、昨年に引き続き特別協賛をいただき

ましたJR九州宮崎総合鉄道事業部様、宮崎空港ビル（株）様、さら

には情報誌（紙）等への掲載として、「きゅんとプラス」、「ぱーむ

す」、「タウン宮崎」、「観光みやざき」、「（財）みやざき観光コンベン

ション協会ホームページ」等の発行団体の皆様、新たな参加店舗の

皆様、それに従前よりご協力いただきました各団体の皆様に対し

て、紙面を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

また、今年は、宮崎県で

は昨年の口蹄疫の復興

や、鳥インフルエンザの

流行、新燃岳の降灰被

害などの状況にあって、これから「がんばろう宮崎」として活動する矢先

に、東日本大震災が発生するなど、未曾有の出来事により、国民生活

に大きな影響を与えていますが、このような中に、「気持ちを一つに、が

んばろう日本！！」を標語にして「宮崎初かつおフェア2011」の開催に取

り組みました。そして、宮崎初かつおを従来に増して、もっと外食で県内

外の方に召し上がっていただくために、今回、44店舗もの料理店に参加していただきましたが、フェア期間中の宮崎

での宿泊者数(宮崎市内ホテル・旅館20店舗の動向：4月は前年度比約2割強の減)や航空機利用者数(4月は前年

度比約2割減)は大きく落ち込んでおり、参加店舗の販売実績は、素直に期待できない事情にあるものと推察されま

す。 

これからアンケートや報告書のとりまとめ、報告会の開催となりますが、関係者の皆様には、これからもご支援ご協

力をよろしくお願いいたします。 

平成23年5月18日 

宮崎初かつおフェア実行委員会 会長 下野 和文

去
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連では、4月25日（月）任期満了に伴う 役員候補者推薦委員選出協議会を開催し、６名の役員候補者推薦

委員が決定された。 

 役員候補者推薦会議は5月25日（水）に開催し、役員候補者が推薦される。 

漁

1.予選順位表 

Aパート予選通過順位

確定順位 1位 2位 3位

チーム名
佐賀県 

玄海漁連
宮崎県漁連 長崎県漁連

勝敗 2勝 1勝1敗 2敗
 

Bパート予選通過順位

確定順位 1位 2位 3位 3位

チーム名 福岡県漁連 鹿児島県漁連 山口県漁協 熊本県漁連

勝敗 2勝 2勝 2敗 2敗

2.最終順位表（確定順位） 

順位 団体名

優勝 福岡県漁連

準優勝 佐賀県玄海漁連

3位 鹿児島県漁連

4位 宮崎県漁連

  

大会は東日本大震災を考慮し事

務局会議で協議した結果、開催す

ることで決定された。 

大会前日は、佐賀駅周辺で参加チーム

による義援金活動を行い、大会当日の開

会式でも被災された方への黙祷や喪章を

つけて試合を行った。 

今大会は、九州山口地区の漁連・漁協の

親睦を図るために平成20年度より開催さ

れ第4回目となる。 

大会結果については左記のとおり。  

今

乃里「ぎょれん丸」では、季節替わり定食として5月から6月は

「鯛づくし定食」をご提供しています。 

お祝いの食材として重宝されているのが鯛です。 

ぎょれん丸では、鯛と赤身の刺身に、タイのかぶと煮・海鮮巻をセッ

トにして1,300円にて提供しています。 

また、お好みで海鮮巻を鯛茶漬へ変更もできますので、お好みでど

うぞ。 

魚
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※1 竿釣りのCPUEは、大型竿釣り船のみから計算した値である。 
※2 平成22年竿釣2歳魚が平成23年竿本釣3歳魚となる。  

成23年度の竿釣り漁業のビンナガ資源来遊動向について、（独）水産総合研究センター遠洋水産研究所か

ら以下のとおり、来遊に関する基本的な情報がとりまとめられましたので、報告します。平
1. 来遊資源の豊度に関する情報 

(1) はえ縄 

図1にある海域で、1～3月にまぐろ延縄で漁獲された

ビンナガのＣＰＵＥ（単位漁獲努力量当たり漁獲量：針

数100本当たりの漁獲尾数）をビンナガ来遊量の豊度

の指標としました。また、ビンナガの年齢別のＣＰＵＥ

の、過去との比較を表1に示しました。平成23年におけ

る全年齢込みの全体のＣＰＵＥは、3.24となり、前年か

ら減少し、過去5カ年の平均値と比較すると低い水準

です。 

3歳魚（カツオ1本釣りの4歳魚に相当）のＣＰＵＥは、

1.96で前年からは増加し、過去5カ年平均と同水準でし

た。 

4歳魚（カツオ1本釣りの5歳魚に相当）のＣＰＵＥは、

0.69で前年から減少し、過去5カ年平均から減少しまし

た。
図1.特定海域:30°N～33°N、133°E～140°E

(2) かつお一本釣 

カツオ1本釣り3歳魚に関する情報として、平成22年のカツオ1本釣り2歳魚は、2.44（千尾／有漁日・隻）で、平成21

年（0.02）、過去5カ年平均（0.36）と比較しても顕著に高い水準となっています。 

以上の来遊豊度の指標から、本年度漁期は、4歳魚（竿釣り）が主体となり、海況次第で、活況を呈すると考えられ

ます。 

表1. 平成23年竿釣りビンナガ来遊資源動向に関する指標 

年齢
CPUE 比較

竿釣での年齢
H21年 H22年 H23年

過去5ヵ年 
平均値 

前年比
対過去5ヵ年 

平均値比

竿釣※1 
2歳魚

0.02 2.44 - 0.36 1.22 6.78 3歳(5～6kg)※2

はえ縄3歳魚 1.41 1.67 1.96 1.93 1.17 1.02 4歳(7～11kg)

はえ縄4歳魚 1.46 0.92 0.69 0.98 0.75 0.70 5歳(12～15kg)

はえ縄5歳魚以上 0.48 1.30 0.59 0.97 0.45 0.61 6歳(16kg以上)

全年齢込み 3.35 3.90 3.24 3.88 0.83 0.84  

２.来遊資源の魚体及び年齢に関する情報 

平23年の特定海域におけるはえ縄漁業では、

74ｃｍにモード（最頻値）をもつ魚群（はえ縄3歳

魚）が卓越しました（図2）。ビンナガの移動海域

および体長には不明な点が多いですが、この魚

群は成長し、77cm前後（4歳魚*）になって竿釣り

の対象となると考えられます。 

*3歳魚は6月以降4歳魚となる 。

 

 
図2平成23年3月特定海域における、はえ縄によるビンナガ体長組成
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課名 担当名 所掌事務

水産政策課 
TEL：0985(26)7145 
FAX：0985(26)7309 

管理担当 予算、庶務等

企画流通担当 水産行政の企画及び総合調整、流通及び加工対策 等

団体金融担当 水産業協同組合の指導及び監査、水産金融及び漁業共済 等

漁業・資源管理室 
TEL：0985(26)7146 
FAX：0985(26)7309 

漁業管理担当 漁業権、漁業の調整及び取締り、海区漁業調整委員会 等

資源管理担当 資源管理、栽培漁業、水産資源の保護及び漁場の保全 等

漁村振興課 
TEL：0985(26)7148 
FAX：0985(26)7310 

管理担当 予算、庶務、漁港及び海岸の管理 等

漁村振興担当 担い手対策、水産業改良普及事業、漁業・養殖業の振興 等

計画担当 漁場の整備、技術開発及び災害復旧、漁場施設の維持補修 等

整備担当 漁港の整備及び災害復旧、漁場施設の維持補修、海岸事業 等

農政企画課 

  新 旧

岡村 巌 農政水産部長 東京事務所 所長 

緒方 文彦 農政水産部次長（総括） 総務部参事兼総務課長

那須 司 農政水産部次長(水産) 水産試験場 場長

水産政策課 

  新 旧

赤木 孝一 課長補佐（総括） 商工政策課 副参事補

田中 宏明 課長補佐（技術） 漁港漁場整備課 課長補佐（総括)

企画流通担当

西府 稔也 主幹 水産政策課 主幹（漁業調整）

米村 輝一朗 主査 水産政策課 主査（水産企画）

一川 健 主査 県立農業大学校 准教授 

古川 三記子 技師 水産試験場 技師

団体金融担当

松田 穏幸 主査 人事委員会事務局総務課 主査

田口 智也 主査 水産政策課 主査（漁業調整）

水産政策課 漁業･資源管理室 

  新 旧

成原 淳一 室長 水産政策課 漁業調整監

漁業管理担当

大村 英二 主幹 漁港漁場整備課 主幹（計画）

谷口 基 主査 宮崎県漁業協同組合連合会派遣

平原 裕之 主査 水産政策課 主査（漁業調整）

長野 昌子 主査 水産政策課 主査（漁業調整）

飽田 智洋 主査 水産政策課 主任主事（漁業調整）

資源管理担当

赤嶺 そのみ 主幹 漁港漁場整備課 主幹（振興）

荒武 久道 主査 水産試験場 主任研究員

上林 大介 技師 漁港漁場整備課 技師（振興） 

水産会館駐在

井上 純一郎 主任技師 水産試験場 漁業調査取締船みやざき丸主任技師 

漁村振興課 

  新 旧

神田 美喜夫 課長 水産試験場 副場長（技術） 兼研究企画主幹

与儀 新二 漁港整備対策監 工事検査課 工事検査船専門員

外山 秀樹 課長補佐（総括） 東臼杵農林振興局 地域農政企画課長

秋山 克則 課長補佐（技術） 北部港湾事務所 課長補佐
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  新 旧

管理担当

稲用 裕史 主幹 漁港漁場整備課 主幹（管理）

桑山 賢一 主査 漁港漁場整備課 主査（管理）

福島 祥光 主事 串間市土木事務所 主事 

漁村振興担当

中村 哲也 主幹 南那珂農林振興局 主幹（水産）

岡崎 敬 主任技師 水産政策課 主任技師（担い手流通）

廣川 祐介 主任技師 漁港漁場整備課 主任技師（振興）

宮本 一隆 技師 漁港漁場整備課 技師（計画）

計画担当

安田 広志 副主幹 東臼杵農林振興局 副主幹(水産)

西ノ村 哲秀 主査 漁港漁場整備課 主査（計画）

中西 健二 主任技師 水産試験場 技師

整備担当

小倉 浩嗣 主幹 西臼杵支所 副主幹（道路建設）

湯浅 隆規 主査 漁港漁場整備課 主査（整備）

甲斐 一生 主任技師 日南土木事務所 主任技師 

小田 将也 技師 漁港漁場整備課 技師（整備）

(財)宮崎県水産振興協会派遣 

野中 一則 事務局長 営繕課 課長補佐（総括）

河野 秀伸 事務局次長（総括） 水産試験場 増殖部長

水産試験場 

  新 旧

山田 卓郎 場長 漁港漁場整備課 課長

田原 健
副場長（技術） 
兼研究企画主幹 

県立高等水産研修所 所長

管理課

日高 義峰 主任主事 高岡土木事務所 主任主事

関 雅文 主任主事 宮崎県税・総務事務所 主任主事 

資源部

福田 博文 主任研究員 水産試験場 主任技師

甲斐 史文 技師 新規採用 

増殖部

杉田 浩 増殖部 部長 （財）宮崎県水産振興協会 事務局次長（総括）

大山 剛
特別研究員 
兼増殖部副部長 

水産試験場 増殖部副部長

生物利用部

金丸 昌慎 主任研究員 山村・木材振興課 主査

漁業調査取締船みやざき丸

申田 道治 主査 漁業調査取締船みやざき丸 主任技師

財津 真二 主査 水産政策課 水産会館駐 主任技師 

（財）宮崎県内水面振興センター 

  新 旧

関屋 朝裕 専務理事 農政水産部次長（水産） 

退職者 

関屋 朝裕 農政水産部次長(水産)

1日 初かつおフェア2011知事贈呈（宮崎市）

7日 平成23年度県立高等水産研修所入所式（日南市）

10日 資源管理協議会設立事前協議（宮崎市）
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レクリエーション 

県北・県中・県南の３地区に分かれボウリング大会を開催する。 

体育大会 

例年通り10月下旬、海洋高校において開催する。 

崎県漁協職員連絡協議会（委員長・谷口勝紀）

は、4月28日（木）水産会館研修室において第一回

役員会を開催した。 

提出された平成22年度事業報告書及び収支決算書

（案）、平成23年度事業計画書及び収支予算書（案）につ

いては、すべて原案どおり承認決定した。 

また、本年度の活動としては、会員相互の親睦と融和を

図り漁協運動の進展を期するため、次の通り取り組む方

針が決められた。 

宮

崎県漁協参事会（会長・黒木憲二）は、4月26日（火）

漁連会議室において三役会を開催した。 

提出された平成22年度事業報告書及び収支決算書（案）・平

成23年度事業計画書及び収支予算書（案）等についてはす

べて原案通り承認決定された。 

また、第1回定例会を5月17日に行うことで決定した。

宮

14～15日 初級職員研修会 26日 宮崎県漁協参事会三役会

19日 沖縄浮魚礁運営委員会 27日
東北関東大震災影響下での 
近海かつお一本釣漁船の水揚げ対策会議

25日 役員候補者推薦委員選出協議会 28日 宮崎県漁協職連第１回役員会
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